
ＪＲ東海労ニュース
自衛隊・海兵隊共同訓練
防衛に名を借りた強襲訓練だ！
９月21日の『東京新聞』で、自衛隊と米軍海兵隊のグアム島

共同訓練が報道されました。海兵隊といえば「敵地」に真っ先
に切り込む役目を持つ軍隊で、侵攻の最前線部隊であり、戦争
仕掛け人といえる部隊です。それが自衛隊と訓練を行うという
ことは、自衛隊に侵攻のノウハウをつける、言い換えれば自衛
隊が海外にいつでも侵略できる力を持たせることを意味します。
自衛隊の存在はもちろん憲法違反ですが、拡大解釈によって唯
一防衛のため存在を許されている部隊が、侵略のための活動し
ようというのです。着実に戦争準備が進められているのです。

現在、オス
プレイ配備を
めぐって問題
が発生してい
ますが、明ら
かにこれとリ
ンクした策略
であるといえ
ます。

戦争で犠牲
になるのは、
いつの時代も
労働者・一般
市民です。
「いつか来た
道」は労働者
が声を出さな
ければ、また
繰り返すばか
りです。ＪＲ
東海労は、全
ての戦争政策
に反対です。
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